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　新春にあたり、俳句・短歌・川柳を募集したところ、俳句の部では1,441人から1,979句
（うち小・中学生1,410人から1,886句）、短歌の部では３0人から80首、川柳の部では２1人か
ら6２句の応募がありました。たくさんのご応募ありがとうございました。
　俳句の部は加古宗也氏、短歌の部は大塚寅彦氏、川柳の部は西尾文化協会西尾川柳会に
審査していただいた結果、次の皆さんが入選しました。おめでとうございます。
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「
ゑ
ま
は
し
」
と
い
う
文
語
を
う
ま
く
使
っ
て
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に
ほ
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笑
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し
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。
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ま
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